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4 　　    人権フェスタ in うけん
　　　　　ゴルゴ松本さんが命の授業

　「人権フェスタ2017 in うけん」が11月 19日
（日）、元気の出る館で行われ、村内外から約350
名が来場しました。オープニングでは開運太鼓と
石原久子さん、福山姉妹による島唄が披露されま
した。続いてタレントで人権教育にも熱心に取り
組んでいるゴルゴ松本さんが「出張！ゴルゴ塾　
命の授業」と題して講演。ゴルゴさんは独自の解
釈で言葉が持つ意味や力などを熱く語り、来場者
に “命” の大切さを訴えました。

　　    1 

　　    沖縄県知事が来村
　　　　　対馬丸慰霊碑に献花

　奄美・沖縄交流拡大事業キックオフイベントの
ため、奄美大島を訪れていた沖縄県の翁長雄志知
事が平成29年11月 26日（日）、沖縄県関係者や
対馬丸犠牲者の遺族らと共に来村。船越海岸の対
馬丸慰霊碑に献花しました。翁長知事は挨拶で「宇
検集落、宇検村の皆さんが対馬丸慰霊碑を建立し
ていただき、心から感謝する。奄美との交流を宇
検村をベースに未来に向かって進めたい」と語り
ました。

　　    
　　　　　対馬丸慰霊碑に献花
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　このほどの瀬戸内
町の㈱里山興業様よ
り宇検村の子ども達
へ役立てて欲しいと
多額の寄付金をいた
だきました。この寄

付金は教育委員会にて児童生徒の学力向上の
ため、書籍購入費に使用させていただきまし
た。誠にありがとうございました。

　平成 29年 11月 22
日（水）、元気の出る
館において、第 58 回
奄美群島地区植樹祭が
開催されました。群島
各地から林業や行政

関係機関団体の代表ら約 200 名が参加。式典で
は、重静広さんが森林・林業功労者（鳥獣保護・
猟政）として表彰され、芦検集落が林業技術協議
会恵み豊かな森林づくり・優秀賞を受賞しました。

　　　　㈱里山興業様よりご寄付
　　　　ありがとうございました！

　　　　第 58 回奄美群島地区植樹祭　

　　　　日本ルーラルナーシング学会
　　　　　宇検村で学術集会を開催

　へき地看護学（ルー
ラルナーシング）に関
心を寄せる研究者や
看護職らでつくる日本
ルーラルナーシング学
会が学術集会鹿児島奄
美大会を平成29年11

月24日（金）、元気の出る館にて開催。「シマを語る」
をテーマに自然写真家の常田守さんやお茶の水女
子大学名誉教授の波平恵美子さんによる講演のほ
かワークショップが行われました。

　　　　第 38 回奄美弓道大会
　　　　　宇検村で 12年ぶりに開催

　宇検村村制施行100
周年記念第 38回奄美
弓道大会が 11 月 23
日（木）、宇検村弓道
場で開催。奄美群島か
ら 20 チーム 60 人が
参加し、弓の腕を競い

ました。村内での弓道大会開催は12年ぶり。宇
検村チームは三谷正一さん、屋宮喜治さん、松元
義輝さんの３人が出場し健闘を見せましたが、団
体優勝は瀬戸内・伊仙合同選抜チームでした。

▲表彰状を受け取る重静広さん ▲寄付金を手渡す里山純高代表取締役

▲後半に行われたワークショップ▲健闘した宇検村チーム

　　    宮城県七ヶ宿町民ツアー
　　　活性化策のアイデアを探る

　友好都市協定を締結している宮城県七ケ宿町の
20代から60代までの８名と役場職員２名が平成
29年 11月 17日から２泊３日の日程で宇検村を
訪れました。村内施設見学や郷土料理作りを体験
したほか、阿室校区活性化対策委員会の後藤会長
や地域おこし協力隊員らと意見交換会を行って交
流しました。8名はしきりに質問したり、活発な
意見交換をしたりして、今後のまちづくりに生か
すためのアイデアを探っていました。

　　    
　　　活性化策のアイデアを探る
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　　    村内の 6年生が七ヶ宿町へ
　　　　スキーやそば打ちを体験

　今年で４回目となる宮城県七ヶ宿町との児童交
流事業。今回は村内の6年生13名が、平成29年
12月25日から3泊4日で七ヶ宿町を訪れました。
今年は雪が多く、七ヶ宿町スキー場で役場職員の
方々の指導の下、思う存分スキーを楽しむことが
できました。また、8月に宇検村を訪れ交流した
七ヶ宿小学校の6年生６名も駆けつけ、楽しく話
をする姿が見られました。その他にもそば打ち体
験や被災地見学など、有意義な体験の連続となりま
した。

　　    
　　　　スキーやそば打ちを体験
3 

▲熱く語るゴルゴ松本さん

▲熱心な指導で全員が滑れるように！（上２枚）
　そば打ち体験（左下）、被災地での見学（右下）

▲郷土料理作り（左上下２枚）　㈱奄美大島開運酒造で
の工場見学（右上）、うけん市場前で記念撮影（右下）

▲慰霊碑に深々と頭を下げ、献花する翁長沖縄県知事
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德田　昌子さん（奄美市）

伊村　廣文さん（湯湾）

米田　愛子さん（芦検）

泉　利次さん（芦検）

受章・表彰者紹介

【紺綬褒章】

【九州防犯協会連絡協議会表彰】

【藍綬褒章】

【総務大臣表彰】
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　　    第６回うけん市場祭り
　　　穫れたて野菜を買い求める

　第6回うけん市場祭りが 平成29年 12月 24日
（日）結いの館前駐車場にて開催されました。採れ
たての地場産野菜や果物、海産物や手作りのお菓
子などが販売されたほか、今年も宮城県七ヶ宿町
のお米とりんごの販売も行われ、会場は村内外か
ら訪れた買い物客で大賑わいとなりました。
　昨年、湯湾集落にオープンした「がじまる茶屋」
と 「とよひかり珈琲店」の販売ブースには、 パンや
お菓子、コーヒーを注文するお客さんが絶えず訪
れていました。

　　    
　　　穫れたて野菜を買い求める
9

　　　　新しい思いを筆に込め
　　　　　　　新春書き初め大会

　　　　囲碁将棋クラブが
　　　　子ども達と楽しく交流

　今年度より活動して
いる「シニアクラブ」
のメンバー７名が、平
成 29 年 12 月 25 日
（月）、やけうちの里会
議室で、囲碁将棋の体
験教室を開催しまし

た。冬休み中の子どもたち11名が参加。囲碁将
棋を初めてするという子ども達にルールや駒の動
かし方などをわかりやすく教えながら、楽しく交
流しました。

奄美☆ワールド川柳
大島安徳さんが大賞に輝く！！

德田　昌子さん（奄美市）

伊村　廣文さん（湯湾）

米田　愛子さん（芦検）

泉　利次さん（芦検）

受章・表彰者紹介

【紺綬褒章】

【九州防犯協会連絡協議会表彰】

【藍綬褒章】

【総務大臣表彰】

▲それぞれのお題に取組む子どもたち

▲子ども達へ優しく指導するメンバー

▲表彰式の様子（大島安徳さん）

▲表彰状を手にする川渕昌春区長

▲歩行者の見え方を確認する参加者ら
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　　　　対馬丸慰霊碑建立実行委員会
　　　　　あましん地域貢献賞を受賞

　第14回あましん地
域貢献賞に対馬丸慰霊
碑建立実行委員会が選
ばれ、平成 29 年 12
月 26日（火）に贈呈
式が行われました。対
馬丸記念碑の建立によ

り対馬丸事件の風化を防ぎ、沖縄との交流促進の
懸け橋となったことが評価されました。実行委員
長で宇検集落区長の川渕昌春さんは「慰霊碑の建
立は大変意義深いこと。村当局をはじめ尽力され
た関係者全員へ感謝を申し上げる」と話しました。

　平成29年 12月 21
日（水）に瀬戸内警察
署主催の交通安全ナイ
トスクールが村総合運
動公園の駐車場で行わ
れ、田検校区の中学生
から高齢者まで約80

名の住民が参加しました。参加者らはパトカーに
乗り込んでヘッドライトを照らしながら、横断者
の見え方を確認。夜行反射材の効果と上向きライ
トの重要性を再認識しました。

　子ども達に書道に興
味を持ってもらうため
毎年開催している新年
恒例の書き初め大会が
平成30年1月５日（金）
元気の出る館でありま
した。この日は申し込

みのあった児童生徒21名が参加。公民館講座書
道教室で講師を務める岩元岩壽先生の指導を受け、
「希望」や「無病息災」などそれぞれのお題を丁寧
に書き上げました。

　平成28年 12月
に宇検村内の小中
学校の図書及び教
材備品費として多
額の寄付をいただ
いたした功績で内
閣府から紺綬褒章
を受章されました。

　永年にわたり地
域安全活動に尽力
したことが認めら
れ、伊村廣文さん
が九州防犯協会連
絡協議会から防犯
功労者として表彰
されました。

平成18年７月から
本村の監査委員を
務める泉利次さん
が、多年にわたり
監査事務に精励し、
地方自治の発展に
貢献した監査委員
として総務大臣か
ら表彰されました。

　平成３年 10 月
から保護司として
犯罪をした人の更
生や犯罪予防の啓
発などに努め、長
年活動を続けてい
る米田愛子さんが
藍綬褒章を受章さ
れました。

　「奄美の通りと道」を
テーマに NPO 法人アマ
ミーナが募集した「第５回
奄美☆ワールド川柳」。国
内外からの応募作品1,140
句から宇検集落の大島安徳

さんが見事大賞に輝きました。また、宇検村からは
奄美群島連合校長協会賞に阿室中３年のペンネーム
サツマイモ（小松遊

ゆ う

生）さん、奄美大島青年会議所
賞に田検中２年の泉将太さんが選ばれた他、３名が
入選を獲得。村内の応募者の活躍が光りました。平
成30年１月8日（月）に奄美文化センターで表彰式
が行われ、入賞者それぞれが受賞の喜びを語りまし
た。村内入賞者の作品を右記のとおり紹介します。

　　　　交通安全ナイトスクール
　　　　反射材と上向きライト重要

▲採れたての地場産野菜を買い求める人たち
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障害児福祉手当 14,580 円 14,650 円

■ 

支
払
時
期

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
５
月
、

８
月
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■ 

所
得
制
限

受
給
者
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者

又
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所

得
が
一
定
の
額
以
上
で
あ
る
と

き
は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
お
問
合
せ
先

宇
検
村
役
場
保
険
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
１

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所

福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
０
１
８
６ 

で
き
る
よ
う
に
活
動
し
や
す
い

車
内
空
間
と
必
要
な
高
度
救
命

資
機
材
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
，
最
新
の
画
像
伝
送
装

置
等
を
装
備
し
，
救
急
現
場
と

医
療
機
関
を
直
結
す
る
こ
と
で
，

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
実
な
救
命

処
置
を
実
施
す
る
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
高
度
救
命
資
機
材

を
最
大
限
に
活
用
し
，
さ
ら
な

る
救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
，

住
民
の
安
心
安
全
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
お
問
合
せ
先

宇
検
消
防
分
駐
所

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
３
３
４
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